
本庄市総合振興計画  【概要版】

計画期間：平成20年度～平成29年度

本庄市の将来像

あなたが活かす、みんなで育む、安全と安心のまち　本庄
～ 世のため、後

のち

のため ～

　市民一人ひとりが「何ができるか」を考え、すべての市民が積極的にまちづくりに参画し、地域
を支える主役となるとともに、地域社会にゆるぎない信頼を持ち、後世にわたって永くこの地域で
暮らしたくなるような「だれもが憂いなく安全で安心して暮らせるまち」をつくることを表現して
います。
　また、本市の偉人「塙保己一」の遺

のこ

したことば「世のため、後のため」を、まちづくりの基本と
なる考え方として表現しています。

うるおいのあるまちづくり（地域の活性化と満足度の高いサービス提供）

やすらぎのあるまちづくり（自然と心のふれあい、安全と安心の提供）
●花と緑が調和したまちを築きます。
●地球環境に優しいまちづくりを進めます。
●安全で安心して暮らせるまちを目指します。

● 将来にわたり発展するまちを実現するために、長期的な戦略の下に産業振興に力を
入れます。
●市民の経済的豊かさとゆとりある財政力を備えたまちの実現を目指します。
●市民満足度の高い行政サービスを将来にわたって提供していく体制をつくります。
●市民が住んでいて豊かさを実感できるまちづくりを推進します。

品格のあるまちづくり（人材育成と協働の推進）
● 目標に向かって努力できる人、すべての人に思いやりの心を持てる人材、国際的な
感覚を身につけた人材の育成を進めます。
●地域全体でともに支え合う、協働のまちづくりを推進します。

活力のあるまちづくり（交流の継承と魅力の充実）
● 長期的な戦略の下に本市発展の基盤を整えます。
● 多くの人が交流する拠点都市の実現と「だれもが住んでみたくなるまち　本庄」の
創造を目指します。

まちづくりの基本理念
まちづくりに関する基本的な考え方です。



分野ごとの目標と施策

明日を拓く人を育み、魅力ある文化が育つまち
■政策目標
●各種高等教育機関を積極的に活用したまちづくり
●子どもと向き合う教育重視のまちづくり
●「ひと」を大切にする生涯学習のまちづくり
●歴史文化を尊重し活用するまちづくり
●生涯スポーツによる健康で明るいまちづくり

■施策
１　創造性と確かな学力を育む教育の推進
２　人権を尊重する教育と心豊かな人づくりの推進
３　教育環境の整備
４　生涯学習の活発化
５　文化財の保護と活用の推進
６　生涯スポーツの促進

１　元気な学校づくりの推進
２　市民総合大学の創設
３　文化財の活用

重点的な取り組み

１　地域ボランティアによる
　　「学校応援団」
２　塙保己一記念館・顕彰事業
３　本庄市教育振興基金
４　ブックスタート活動

協働による取り組み

教
育
文
化
分
野

市民と行政が連携し、ともに地域を支えるまち
■政策目標
●市民自身が「何ができるか」を考え行動する
　協働のまちづくり
●すべての市民が積極的に参画する自由で平等な
　まちづくり
●地域の安全性が高いまちづくり
●市民サービス豊かなまちづくり

■施策
１　市民との協働によるまちづくりの推進
２　人権を尊重する社会の実現
３　危機管理体制の充実
４　防犯体制の充実
５　交通安全対策
６　市民サービスの向上

１　 自治会との協力による住み良いまちづくり
２　ボランティア団体等の協力による
　　安全・安心まちづくり
３　危機管理体制の強化
４　人権が尊重される教育・啓発

重点的な取り組み

１　 コミュニティ協議会との協働・
　　花いっぱい運動
２　 危機管理意識の高揚と自主防災隊の育成
３　 地域ボランティア活動による犯罪と
　　交通事故の撲滅
４　人権教育研修会

協働による取り組み

市
民
生
活
分
野

子どもからお年寄りまで、健やかで安心して暮らせるまち
■政策目標
●子育てしやすい環境づくり
●いつまでも健康で活躍できるまちづくり
●安心していつでも医療機関にかかれる環境づくり
●だれもが生きがいをもって生活がおくれる
　環境づくり
●介護環境が充実したまちづくり

■施策
１　子育て支援の強化
２　健康づくりの推進
３　医療体制の充実
４　障害者福祉・地域福祉の推進
５　高齢者福祉の充実

１　子育て支援サービスの充実
２　高齢者福祉の充実
３　保健医療体制の拡充
４　障害者地域生活支援の充実

重点的な取り組み

１　子育て支援の充実
２　子育てサロン活動
３　障害者支援ネットワーク活動
４　老人会との連携によるイベント活動

協働による取り組み
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満足度の高い行政サービスを効率的に提供するまち
■政策目標
●市民参加による市民本位のまちづくり
●行財政改革に積極的に取り組むまちづくり
●早稲田リサーチパークと連携したまちづくり
●市民と行政が情報を共有する仕組みづくり
●経営戦略に基づいた選択と集中のまちづくり

■施策
１　市民参加と透明性の高い行政経営の推進
２　効率的・効果的な行政経営の推進
３　早稲田大学との包括協定に基づく施策の推進
４　電子自治体の推進
５　交通機関の充実
６　自主性・自立性の高い財政運営の確立

１　 市民の積極的な参加による
　　行政経営の推進
２　行政改革の推進
３　 早稲田大学との協働連携による
　　映像を活かしたまちづくり
４　情報セキュリティの強化

重点的な取り組み

１　市民特派員制度
２　市庁舎の開放
３　 早稲田大学との協働連携による
　　環境教育

協働による取り組み

行
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自然と人に優しく、多彩な交流が生まれるまち
■政策目標
●長期的な戦略を備えた計画的なまちづくり
●自然と調和したまちづくり
●良好な住環境を備えたにぎわい回復のまちづくり
●あらゆる活動に最適な都市基盤が整った
　まちづくり

■施策
１　計画的なまちづくり
２　市街地整備
３　道路網の整備と維持管理
４　上水道の整備
５　下水道の整備
６　公園緑地の整備と緑化推進

１　本庄新都心地区整備の推進
２　一般国道17号本庄道路の整備
３　下水道の整備

重点的な取り組み

１　都市計画マスタープランの策定
２　個性あるまちづくり
３　 水洗化促進サポーターとの連携に
　　よる啓発活動
４　狭あい道路の解消

協働による取り組み

都
市
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地域の価値を高め、活発な産業活動が広がるまち
■政策目標
●農林業･工業･商業のバランスの取れたまちづくり
●様々な企業が集積する活気のあるまちづくり
●地球環境に優しいまちづくり

■施策
１　農林業の振興
２　商業の振興
３　工業の振興
４　観光・レクリエーションの活発化
５　勤労者対策の推進と消費者の安全と利益の確保
６　環境対策の充実
７　廃棄物の処理とリサイクル

１　有機100倍運動の推進
２　既成市街地商店街の再生・
　　本庄発の創造的産業の育成
３　地球温暖化防止対策の推進

重点的な取り組み

１　農地・水・環境を守る活動
２　商工会議所・商工団体ほか、
　　あらゆる組織とのまちづくり活動
３　企業との連携による産業
　　インフラ高度化の取り組み
４　各種団体などによる環境に優しい活動

協働による取り組み
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ＪＲ高崎線

ＪＲ上越新幹線

関越自動車道

ＪＲ八高線

本庄道路（計画）

問い合わせ先・発行：本庄市企画財政部企画課　　電話：0495-25-1111（代表）
※詳細は市のホームページ（http://www.city.honjo.lg.jp/）または、本庄市役所企画課･児玉総合支所総務課で閲覧できます。
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自然環境
共生ゾーン

田園環境
調和ゾーン

快適市街地
形成ゾーン

発展創出
ゾーン

自然環境の保全と共生を目指すゾーン

優良農地を保全するとともに、快適な
生活環境と農地の調和を図るゾーン

市民が安心して快適に暮らせる市街地
の実現を目指すゾーン

本市の発展に向けて、新都心創造と
工業集積を図るゾーン

鉄　道

国道・県道

１  恵まれた自然環境と共生した土地利用
２  田園環境と調和した土地利用
３  地域価値を高める土地利用
４  将来の発展に向けた土地利用

土地利用の方針

将来の人口

平成17年国勢調査

人　口： 81,933人　
世帯数： 29,290世帯

平成29年

推計人口： 約78,000人　
推計世帯数： 約29,000世帯

　人口減少時代を見据え、将来像を実現するために、本庄市は次の４つの方向性を目指します。

1 安全性の確保と安心感の提供

　本庄市では、平成15年から人口減少が始まっており、今後も少子化による減少が続くと予想さ
れます。本庄早稲田駅周辺土地区画整理事業などによる開発人口を含め、本計画の目標年次である
平成29年には約78,000人になっていると想定します。

　安全性の高いまちづくりを進め、市民の生命や
財産に対する危険を取り除くとともに、市民を支
える温かい仕組みをつくり、市民の不安を安心に
変えていかなくてはなりません。

3 教育資源を活用した人づくり
　豊富な地域資源を活用し、これからのまちづく
りを担う「人」の育成が求められています。また、
若者から高齢者までがいきいきと活動できる環境
づくりを進め、協働の活動が広がるまちを目指し
ていかなければなりません。

2 戦略的な地域経営の推進
　今後、本庄市の財政もより厳しくなることが予
想されます。水準の高い行政サービスを提供し続
けるために、地域を経営する視点を重視し、歳入
の確保と効果的な配分を行わなくてはなりません。

4 発展基盤としての新たな拠点地区創出
　本市では、地域経済の活性化を図り、地域経営
の根幹を支える都市拠点の形成が課題です。本庄
新都心地区において、ユニバーサルデザインを取
り入れた整備、各種企業の誘致などを進め、本市
発展の核を創出していかなければなりません。

本庄市の目指すべき方向性

土地利用構想

人口は国勢調査人口から年齢不詳者24人を除いた人数


